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1989 年 （平成元年） の暮らしを見てみよう。

情報社会の発展とモラル 名前：

月 日 曜日情報モラル

1.考えてみよう

　今から約30年前の1989年（平成元年）は、友達への連絡や駅での待ち合わせはどうしていたのかな？

情報技術の進展

　現在は多くの人が使っている携帯電話ですが、最初は自動車の車載電話か
らサービスがスタートしました。その後、1985年に初のポータブル電話機「
ショルダーホン」が発売されました。今見ると、その大きさに驚きますね。
　1990年代になると、ビジネスマンを中心に小型の携帯電話が普及します。
この頃の携帯電話は通話のみで、メールやインターネットを使うことはでき
ませんでした。今のようにメールが使えるようになったのは、1990年代後
半から2000年代です。この頃は、撮った写真をメールで送る「写メール」
という言葉も流行しました。2000年代にはインターネットを使うこともでき
るようになり、2008年には日本で初めてiPhoneが発売されます。今のように
スマホを持つ人が多くなったのは2010年代になってからのことです。
　こうして歴史を見ながら、その時代の生活を想像してみると、情報技術の
進展により生活がどう変わっていったのかを実感できますね。

　 今の暮らし 1989年（携帯電話が普及していない頃）は
どうしていたのかを想像してみよう

20時ごろ、今日の宿題が 
何だったかを友達に確認したいとき

10時に駅で待ち合わせをして 
いたけど、なかなか友達が来ない。 

でも、10時10分には電車が 
出てしまうとき
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「未来の暮らし」 とそこで変わらない 「モラル」 とは

今の暮らしと 1989 年の暮らしを比較してみよう。2.やってみよう

　情報社会（技術）の発展で「変わるもの」と「変わらないもの」は何だろう？

今の暮らし
1989年の暮らしは 
どうしていたのか 
を想像してみよう

変わるものと変わらないもの
未来の暮らし

友達への 
連絡方法と 

そこで 
気を付けること

変わるもの

変わらないもの

未来の暮らしは

写真の 
共有方法と 

そこで 
気を付けること

変わるもの

変わらないもの

未来の暮らしは

お金の 
支払い方と 

そこで 
気を付けること

変わるもの

変わらないもの

未来の暮らしは

情報 
の調べ方と 

そこで 
気を付けること

変わるもの

変わらないもの

未来の暮らしは

学んだこと

　1990年代の暮らしと今の暮らしを比較してみると、情報技
術の進展とともに、生活やコミュニケーションの方法が変化
していったことが分かります。では、これからの未来の暮ら
しは、どのように変わっていくのでしょうか。
　例えば、自動車の自動運転が実現されれば、これまでのよう
にドライバーや歩行者がリスクを予見する必要性が低くなり、
安全教育の内容が大きく変わります。同様に、SNSなどを使用

する際、AIが最適なメッセージを提案してくれれば、コミュニ
ケーショントラブルは減ります。不適切な写真をAIが自動的に
削除してくれれば、炎上も減ることになるでしょう。
　では、技術の進展により「変わらないもの」とは何でしょう
か。特に、「モラル」については、技術の進展により変化する
のか、変化しないのか、今後も考えてほしいと思います。
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